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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

第60期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　　７月１日
至　平成20年
　　　９月30日

自　平成19年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　３月31日

売上高 (千円) 31,401,54817,799,89476,501,281

経常利益 (千円) 3,610,1582,221,20613,207,374

四半期(当期)純利益 (千円) 2,128,1871,299,9128,038,449

純資産額 (千円) ― 45,490,62244,284,580

総資産額 (千円) ― 70,795,49071,213,586

１株当たり純資産額 (円) ― 562.37 547.87

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 26.79 16.36 101.20

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 63.1 61.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,547,653 ― 10,140,499

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,377,260 ― △1,868,047

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △936,329 ― △1,694,611

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 18,279,06017,064,502

従業員数 (名) ― 1,249 1,222

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
1,249
(380)

(注)  従業員数は、就業人員を記載しております。また、（）内は、臨時雇用者数の当第２四半期連結会計期間の平均人

員であり外数となっております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
789
(278)

(注)  従業員数は、就業人員を記載しております。また、（）内は、臨時雇用者数の当第２四半期会計期間の平均人員で

あり外数となっております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における品目別生産実績は、次のとおりであります。
　

品目 生産高(千円)

穴掘建柱車 516,842

高所作業車 12,932,021

その他 398,795

合計 13,847,659

(注) １　金額の算定基準は販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

見込生産によっております。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における品目別販売実績は、次のとおりであります。
　

品目 販売高(千円)

特装車

　穴掘建柱車 532,630

　高所作業車 13,450,877

　その他 415,815

計 14,399,323

中古車 357,712

部品・修理 2,403,224

その他 639,633

合計 17,799,894

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　当第２四半期連結会計期間における主な相手別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次

のとおりであります。

　

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

販売高(千円) 割合(％)

AICHI SALES OFFICE B.V.2,316,334 13.0

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

特記事項はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当グループが判断したものであ

ります。

（1）経営成績の分析

当第２四半期におけるわが国経済は、原油・鋼材をはじめとする原材料価格の高騰及び米国の金

融危機の影響で株価の大幅な下落や円高の進行が企業収益を圧迫し、総じて景気は足踏み状態から

後退局面となりました。

当グループの主な国内販売先につきましては、景気の先行き不透明感から、レンタル業界をはじめ

各業界とも更に設備投資支出に慎重さが増しており、販売面において影響を受ける結果となりまし

た。一方、海外につきましては、米国の景気減速の影響があるものの、昨年度の後半に販売を開始した

新機種の欧州での販売が好調で、引き続き堅調に推移いたしました。

その結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高１７７億９千９百万円、営業利益２２億６

千５百万円、経常利益２２億２千１百万円、四半期純利益１２億９千９百万円となりました。

　

（2）財政状態の分析

　　①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、１.３％減少し、４７５億３千８百万円となりました。こ

れは主に、預け金が１１億９千７百万円増加しましたものの、受取手形及び売掛金が２９億９千４百

万円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、１.０％増加し、２３２億５千６百万円となりました。こ

れは主に、有形固定資産が２億３千３百万円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、０.６％減少し、７０７億９千５百万円となりま

した。

　　②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、７.４％減少し、２１０億１千８百万円となりました。こ

れは主に、支払手形及び買掛金が１１億７千万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、１.４％増加し、４２億８千５百万円となりました。これ

は主に、退職給付引当金が３千５百万円増加したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、６.０％減少し、２５３億４百万円となりまし

た。

　　③純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、２.７％増加し、４５４億９千万円となりました。これ

は主に、四半期純利益２１億２千８百万円などによります。
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　 （3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、１８２億

７千９百万円となり、当第１四半期連結会計期間末に比べて、７億２千１百万円増加いたしました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、１２億９千５百万円となりました。これは主に、売上債権の増加

１９億８千２百万円による資金の減少要因と、税金等調整前四半期純利益２２億１千万円、減価償却

費４億２千９百万円等による資金の増加要因によるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、６億５千４百万円となりました。これは主に、有形及び無形固定

資産の取得による支出６億４千５百万円による資金の減少要因によるものであります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、０百万円となりました。これは主に、自己株式の買取請求による

ものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における研究開発活動に要した額は、研究材料費、人件費等総額１億７

千３百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。

　

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当グループは、主力商品である高所作業車の国内市場が、買替え需要主体の成熟市場であるため、

本格的な海外市場進出を軸とした「中期経営計画」（平成19年３月期～平成23年３月期）を策定

し、実行しております。その骨子は、グローバル商品の開発・海外販売網・生産体制の強化であり、平

成23年３月期には海外売上高３２０億円を目指す計画であります。

　

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

当グループの経営陣は、現状の課題として、海外市場の拡大、新商品の開発及びアフターサービス

・中古車事業の収益力向上を重要な問題と認識しており、この問題の解決に経営資源を集中し、収益

力の向上と長期安定的な経営基盤の確立をめざします。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却

等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 235,000,000

計 235,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 79,453,250同左

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

―

計 79,453,250同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 79,453 ― 10,425,325 ― 9,941,842
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社豊田自動織機 愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 40,521 51.00

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,246 2.83

日本電話施設株式会社 愛知県名古屋市中区千代田２丁目15番18号 2,072 2.61

株式会社みずほコーポレート銀
行

東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 1,743 2.19

（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

（東京都中央区晴海１丁目８番12号晴海アイ
ランドトリトンスクエアオフィスタワーＺ
棟）

愛鈴興産株式会社
埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷２丁目12番２
号

1,705 2.15

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,659 2.09

いすゞ自動車株式会社 東京都品川区南大井６丁目26番１号 1,274 1.60

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４Ｇ）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,092 1.37

三菱ふそうトラック・バス株式
会社

神奈川県川崎市幸区鹿島田890番地12号 1,065 1.34

アイチコーポレーション従業員
持株会

埼玉県上尾市大字領家字山下1152番地の10 911 1.15

計 ― 54,291 68.33

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　 　 2,246千株

　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　 　 1,659千株

　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４Ｇ）　1,092千株

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 

19,300
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

79,379,100
793,791 ―

単元未満株式
普通株式

54,850
― ―

発行済株式総数 79,453,250― ―

総株主の議決権 ― 793,791 ―

(注)　１「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が 2,700株(議決権 27個)含まれ

ております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 4株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アイチコーポ
レーション

埼玉県上尾市大字領家字
山下1152番地の10

19,300 ― 19,300 0.02

計 ― 19,300 ― 19,300 0.02

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が200株(議決権２個)あります。なお、当

該株式は「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 　６月 　７月 ８月 　９月

最高(円) 813 840 854 730 582 511

最低(円) 643 757 738 582 515 407

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第

１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第2四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,829,789 1,812,825

預け金 16,449,271 15,251,676

受取手形及び売掛金 21,479,735 24,474,123

商品及び製品 1,499,695 1,023,437

仕掛品 2,510,075 2,380,365

原材料及び貯蔵品 2,221,360 1,982,587

繰延税金資産 655,756 682,266

その他 904,582 606,987

貸倒引当金 △11,694 △33,057

流動資産合計 47,538,571 48,181,212

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,171,391

※1
 5,043,077

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 3,194,266

※1
 3,003,457

土地 8,772,657 8,761,090

その他（純額） ※1
 512,676

※1
 610,064

有形固定資産合計 17,650,992 17,417,690

無形固定資産 325,984 179,820

投資その他の資産

投資有価証券 3,296,367 3,650,933

繰延税金資産 1,634,861 1,424,637

その他 407,625 416,686

貸倒引当金 △58,913 △57,394

投資その他の資産合計 5,279,941 5,434,863

固定資産合計 23,256,918 23,032,373

資産合計 70,795,490 71,213,586
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（単位：千円）

当第2四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,250,592 15,421,110

未払法人税等 1,470,507 2,217,223

役員賞与引当金 42,500 85,000

製品保証引当金 136,600 132,300

その他 5,118,789 4,844,650

流動負債合計 21,018,989 22,700,284

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 798,772 798,772

退職給付引当金 2,977,828 2,942,749

役員退職慰労引当金 192,400 182,200

その他 316,877 304,999

固定負債合計 4,285,878 4,228,721

負債合計 25,304,867 26,929,006

純資産の部

株主資本

資本金 10,425,325 10,425,325

資本剰余金 9,923,460 9,923,463

利益剰余金 25,774,164 24,440,322

自己株式 △12,890 △12,611

株主資本合計 46,110,059 44,776,499

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 973,587 1,137,072

土地再評価差額金 △2,521,520 △2,521,520

為替換算調整勘定 109,343 128,074

評価・換算差額等合計 △1,438,589 △1,256,374

少数株主持分 819,151 764,454

純資産合計 45,490,622 44,284,580

負債純資産合計 70,795,490 71,213,586
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 31,401,548

売上原価 24,019,342

売上総利益 7,382,206

販売費及び一般管理費 ※1
 3,923,451

営業利益 3,458,755

営業外収益

受取利息 48,217

受取配当金 41,979

その他 92,953

営業外収益合計 183,150

営業外費用

支払利息 642

為替差損 23,178

その他 7,926

営業外費用合計 31,747

経常利益 3,610,158

特別利益

投資有価証券売却益 16,023

貸倒引当金戻入額 19,939

特別利益合計 35,962

特別損失

固定資産除却損 21,409

投資有価証券評価損 836

特別損失合計 22,245

税金等調整前四半期純利益 3,623,875

法人税、住民税及び事業税 1,426,421

法人税等調整額 4,376

法人税等合計 1,430,797

少数株主利益 64,890

四半期純利益 2,128,187
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 17,799,894

売上原価 13,459,622

売上総利益 4,340,271

販売費及び一般管理費 ※1
 2,074,781

営業利益 2,265,490

営業外収益

受取利息 25,477

受取配当金 3,492

スクラップ代 25,471

その他 37,240

営業外収益合計 91,681

営業外費用

支払利息 597

為替差損 130,858

その他 4,508

営業外費用合計 135,964

経常利益 2,221,206

特別損失

固定資産除却損 9,799

投資有価証券評価損 836

特別損失合計 10,635

税金等調整前四半期純利益 2,210,571

法人税、住民税及び事業税 1,150,931

法人税等調整額 △267,423

法人税等合計 883,508

少数株主利益 27,150

四半期純利益 1,299,912
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,623,875

減価償却費 823,666

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,827

製品保証引当金の増減額（△は減少） 4,300

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35,079

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,200

受取利息及び受取配当金 △90,197

支払利息 642

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △15,186

為替差損益（△は益） 39

固定資産除売却損益（△は益） 21,409

売上債権の増減額（△は増加） 3,003,721

たな卸資産の増減額（△は増加） △844,285

仕入債務の増減額（△は減少） △1,258,015

その他 265,285

小計 5,560,706

利息及び配当金の受取額 90,009

利息の支払額 △65

法人税等の支払額 △2,102,996

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,547,653

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2,600

投資有価証券の売却による収入 21,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,379,421

その他 △16,238

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,377,260

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △794,344

少数株主への配当金の支払額 △141,629

その他 △355

財務活動によるキャッシュ・フロー △936,329

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,505

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,214,558

現金及び現金同等物の期首残高 17,064,502

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 18,279,060
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　連結の範囲の変更

 連結子会社数　７社

第１四半期連結会計期間から、新たに設立した連結子会社Ａｉｃｈｉ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｂ.Ｖ．及

び浙江愛知工程机械有限公司を連結の範囲に含めております。

また、平成20年４月１日をもって、連結子会社株式会社ピー・エス・エムは連結子会社愛知車輌

工業株式会社に吸収合併されておりますので、連結の範囲から除いております。

なお、浙江愛知工程机械有限公司の第２四半期決算日は、６月30日であります。第２四半期連結

財務諸表の作成にあたっては、第２四半期決算日までの期間に生じた重要な取引については、連結

上必要な調整を行っております。

２　会計処理の原則及び手続の変更

（1）たな卸資産の評価に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平

成18年７月５日　企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

この変更により損益に与える影響はありません。

（2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面

の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応報告第18号）を適用し、在外子会

社の会計基準を統一し、連結決算手続き上必要な修正を行っております。

この変更により損益に与える影響は軽微であります。

（3）リース取引に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５

年６月17日 最終改正平成19年３月30日　企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計

基準適用指針第16号）を早期適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更

し、リース資産として計上しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定

する方法によっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

この変更により損益に与える影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　たな卸資産の評価方法

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法に

よっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　有形固定資産の耐用年数の変更

法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律　平成20年４月30日　法律第23号）により機械

装置の法定耐用年数の変更に伴い、耐用年数の見直しを行い、第１四半期連結会計期間より、改正後の

法人税法に基づく耐用年数に変更しております。

この変更により損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額
16,613,856千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額
16,030,522千円

　２　偶発債務

顧客の営業取引債務
に対する保証 152,326千円

　２　偶発債務

顧客の営業取引債務
に対する保証 199,619千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとお

りであります。

荷造及び発送費 527,886千円

広告宣伝費 70,786千円

販売手数料 58,233千円

報酬及び給与手当 1,472,637千円

役員賞与引当金繰入額 42,500千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,200千円

退職給付費用 153,103千円

福利厚生費 265,821千円

通信交通費 189,755千円

減価償却費 110,903千円

賃借料 256,669千円

研究開発費 273,258千円

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間 
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとお

りであります。

荷造及び発送費 294,640千円

広告宣伝費 42,319千円

販売手数料 31,229千円

報酬及び給与手当 727,294千円

役員賞与引当金繰入額 21,250千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,800千円

退職給付費用 83,931千円

福利厚生費 157,201千円

通信交通費 95,400千円

減価償却費 55,363千円

賃借料 122,621千円

研究開発費 173,968千円
　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額

との関係

現金及び預金 1,829,789千円

預け金 16,449,271千円

現金及び現金同等物 18,279,060千円
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(株主資本等関係)

　当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 79,453,250

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 19,304

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 794,344 10.00平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月29日
取締役会

普通株式 794,339 10.00平成20年９月30日 平成20年11月26日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　当社及び連結子会社が営んでいる事業内容は、その大部分が高所作業車等の製造・販売及びアフター

サービスなどに関連する事業を行っており、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占め

る割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

欧州 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,317,1861,582,982 211,429 4,111,598

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 17,799,894

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合（％）

13.0 8.9 1.2 23.1

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によって区分しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　欧  州…………… オランダ

　アジア…………… 中国、韓国

　その他…………… 米国、ニュージーランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月1日　至　平成20年９月30日)

　

欧州 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 4,072,3532,494,016 427,737 6,994,107

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 31,401,548

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合（％）

13.0 7.9 1.4 22.3

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によって区分しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　欧　州…………… オランダ

　アジア…………… 中国、韓国

　その他…………… 米国、ニュージーランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

562円37銭 547円87銭

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 26円79銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきまして
は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 2,128,187

普通株式に係る四半期純利益(千円) 2,128,187

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 79,434

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 16円36銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきまして
は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,299,912

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,299,912

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 79,434

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第61期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月29日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対

して、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 中間配当金の総額 794,339千円

② １株当たり中間配当金 10円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月12日

株式会社　アイチコーポレーション

　取 締 役 会　御 中

　

あらた監査法人 

指定社員
業務執行社員

公認会計士　堀　江　正　樹 
 

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　川　原　光　爵 
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アイチコーポレーションの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連

結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１

日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表

明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイチコーポレーション及び連結子

会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連

結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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